
静岡イノベーション拠点

SHIP



SHIPとは

デジタル技術の習得や新たなビジネスに
チャレンジする多様な人が集まる

イノベーション拠点

静岡駅徒歩8分の県営イノベーション拠点

無料会員登録でどなたでも利用可能

事業創造をサポートするスタッフが常駐

SHIPの詳細はこちら⇒

開館時間：平日12:00～20:00
住所：静岡県静岡市葵区呉服町２丁目７−２６ 静専ビル2F
TEL：054-266-7776



SHIPが果たす役割

人材を育て・挑戦を促す場

県内外の様々な機会への送り出し・フォロー

県全域の情報ハブ・アクセス窓口
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県内のイノベーション創出に向けて、 
SHIPでは会員の皆様とともに様々な取り組みを行っています。

イノベーション
エコシステム

会員の交流促進

マッチングとフォローアップ

挑戦を促すイベントも開催

7か月間で20講座を提供

大学教授や各分野の専門家による
ハイレベルな講義

事業創造に向けた様々な相談に対応

スタートアップイベントを定期開催

県内スタートアップ等への訪問活動

起業に興味のある学生を中心とした
コミュニティ形成

学生向けイベントの企画・開催

コミュニティマネジメント デジタル・イノベーション
人材育成プログラム

スタートアップ相談窓口 学生起業コミュニティ「CREWS」



SHIPの実績（2026年3月11日時点）

会員数

3,625 名
累計訪問者数

21,092 人

累計相談件数

2,239 件
成果創出件数

86 事例

SHIPの詳細はこちら⇒

※11月末時点



コミュニティマネジメント



会員の交流・学習を活性化するだけなく、その先の
ステップとして会員の挑戦や共創を促し、継続的に
イノベーションを生む仕組みを生み出します

コミュニティマネージャーが
イノーベションエコシステム構築を
目指しご支援します

コミュニティマネージャー



SHIPの目指す支援

個別バンソウ

ビジネス
マッチング支援

土台
交流 学習

事業化支援

資金調達支援

プロモーション・
グロース支援

スキル習得支援

実践支援

県内SU

県外SU

起業家の卵 DX人材の卵

県内企業

相談員
コア支援SU支援 デジタル人材確保支援

SHIP

コミュマネ

重要人物管理＆フォローアップ

お役立ち情報発信

実績情報発信

スタートアップ・新規事業支援とデジタル人材の育成を柱にした支援施策を多数用意。



SHIP会員による活動事例

『しずおかDAO』結成
・首都圏にIT技術で後れを取らないよう緊急会として発足。
・地元の企業・学生約15名が参画。
⇒30年以上歴史のある大道芸ワールドカップにてNFTスタン
プラリーを実施（2023年）
ブロックチェーン技術の大規模実証実験を実施

『映像クリエイティブチャレンジ』開催
・映画館のまちとして知られた地元の再興と生成AIスキルの向
上を目指しプロジェクトが発足。
・静岡県、静岡市、県・市の教育委員会の後任を獲得。
・毎年約100名が講座受講や作品応募するプロジェクトへ成長。
・市内へ映像、アニメ(コスプレ)制作関連事業を誘致するキーに。
・



日常の様子

多くのイベントや会員同士の交流も多数。常に出会いがある場となった。

▲大手自動車メーカー3社による
新規事業案ブレストイベント

▲SHIP主催、静岡の食材を持ち
寄る「持ち寄り会」

◀
コミュマネと会員様の様子

#SHIP静岡 で検索！
SHIPの詳細はこちら⇒



【イベント開催】イベント情報

その他イベント情報は
SHIPホームページをご覧ください！

ChatGPT、資金調達、DXなど
様々な無料イベントを開催！
どなたでも参加可能です！

月に一度生成AIに関する
セミナーを会員自ら開催

首都圏のIT企業の静岡進
出を狙ったテストマーケ

イベント

女性経営者の支援
イベント

首都圏のイノベーション
/DXイベントのパブリッ

クビューイング

点群技術の愛好家による
自主的なコミュニティ

イベント

県内企業の社内勉強会を
SHIPで開催

#SHIP静岡 で検索！
SHIPの詳細はこちら⇒



スタートアップ相談窓口



【相談受付】SHIPスタートアップ相談窓口

各領域の専門家や支援先、地元企業とのマッ
チングから最新スタートアップ支援情報等の
提供まで、必要な情報・技術・人材の確保を
SHIPのスタートアップ相談員がサポートしま
す。お気軽に相談員にご相談ください。

SHIP在籍の相談員がスタートアップ
に関わる様々な相談を受け付けます。

SHIPスタートアップ相談窓口

#SHIP静岡 で検索！



Business

株式会社  Azran

製造現場におけるDXの新様式
webで動画のマニュアル作成で作業現場を効率化

三島LtG主催のビジネスコンテスト
「ASHIGARU PITCH」のプレゼン準備伴走

継続的な事業課題に関する相談
（戦略、プライシング、利用規約 等）

ビデオdeマニュアル

簡単なマニュアル作成
マニュアルの利用状況を管理
自動翻訳で簡単に多言語対応

SHIPの支援と創出された成果

ASHIGARU PITCH優勝！！

大学在学中に起業！！（事業継続中）



株式会社ストラウト

Business

地域資源（土地・水・人）の有効活用とテクノロ
ジーの融合で世界の水産養殖業の再成長に静岡か
ら挑戦する

ITシステム
開発

水産養殖 コンサル
ティング

SHIPの支援と創出された成果
ビジコンに向けたプレゼン準備に伴走支援

事業方針検討・資金調達に当たっての壁打ち
やマッチング支援

県主催のビジコン「WAVES」3位入賞！！

シリーズA資金調達を達成！！



いつもの会議を、最高のジムに。
 

Gymeeは独自の「AIパーソナルトレーナー」があなたとチームを
成長させる、全く新しい会議サービスです。
AIによる会議の自動化ではなく、AIを活用して会議を成長機会に
変えることをコンセプトに、会議コーチングや会議データを活用
した組織改善提案を提供します。

株式会社 ITADAKI.creative

SHIPスタッフとの壁打ちやCREWSイベントで
のピッチ登壇

SHIPの支援と創出された成果

採択率3%のdocomo STARTUPに採択！
11月に起業予定

TECH BEAT Shizuoka 2025
挑戦者ピッチチャレンジにSHIPより推薦



革新的な技術で地球環境と作業者に優しい未来を
 

インフラのメンテナンスは、解決が急がれる社会課題のひとつ。
現場の声に応えるために、私たちは、メンテナンスの手法そのも
のを革新し続けています。
目指したのは、地球環境にも作業者にも優しい驚くほどCoolで
Cleanなレーザー施工装置。私たちトヨコーは、CoolLaserで、イン
フラメンテナンスの未来を確実に塗り変えます。

株式会社トヨコー

トヨコー技術見学ツアーを企画し、
県内関係者とのネットワーキングを支援

    Business
特許技術である高速円回転照
射技術を採用することで、
レーザー切断や溶接に使用さ
れる高出力レーザーの搭載を
可能にしました。
一点に集光した高強度のレー
ザー光を対象物に瞬間的に照
射することで、表面にあるサ
ビや塗膜を瞬間的に溶融、蒸
散、熱破砕により除去します。

SHIPの支援と創出された成果

県主導の技術比較会へ発展



Business

株式会社NEXTAGE

わさびを通じて環境、文化、社会のステイナブル
な課題解決・価値創造に取り組む

アルメニア人起業家十数人によるコンテナ見
学会をアレンジ

わさびの水耕栽培＆促成栽培

栽培管理システム開発
コンテナでの半自動栽培

SHIPの支援と創出された成果

海外進出に向けて協業を開始！！

海外進出に際して海外展開をサポートする
Omiisay株式会社をご紹介



Business

ジヤトコ株式会社

ジヤトコは、「お客さま・クルマ文化・社会への
価値の提供」を軸に、「環境とクルマが共生でき
る社会」の実現に向けて、挑戦を続けています。

今後本格的に検討・実証実験を進める新規事
業アイデアのブラッシュアップに向けた
継続的な壁打ち
（レンタカー事業／富士市観光開発事業）

オートマチックトランスミッション及び
その技術を活用した各種製品の開発

オートマチックトランスミッション
電動パワートレイン
その他新規事業

SHIPの支援と創出された成果

社内での継続検討が承認され、
早期事業化に向けた検討を本格化



Business

株式会社斎藤鐵工所

斎藤鐵工所は富士市の主要産業である製紙業にお
いて、紙を「抄く」・「加工する」工程で使われ
る製紙機械を中心に製作する機械メーカーです。

静銀をはじめとしたSHIP関係者と連携し、
アトツギ応援イベントを企画・開催

アトツギ甲子園（中小企業庁主催）出場に
向けた書類準備・プレゼン準備の伴走

製紙機械の製造・修繕・改造

SHIPの支援と創出された成果

中小企業庁主催の
アトツギ甲子園で決勝大会出場！！



ふじのくに“SEAs”とは

ふじのくに“SEAs”は、静岡県スタートアップ支援戦略
県内のスタートアップに関わる様々なプレイヤーを結ぶネットワークです。
静岡県が運営するイノベーション拠点SHIPを事務局として活動しています。

静岡県スタートアップエコシステム

県内外
スタートアップ

産 学

官 金

FUSE LtG

COMPASSコクリ

会員 パートナー拠点

事務局

ふじのくに“SEAs”の
運営実務を担当



令和7年度のふじのくに“SEAs”の活動方針

令和7年度のふじのくに“SEAs”の活動としては下記内容を予定しています。

# 活動アイテム 概要 次期／頻度

1 スタートアップ
相談窓口

SHIPにてスタートアップ相談窓口を設置し、スタートアップや新規事業担当
者様の相談を受け付けています。 SHIPにて毎日受付

2
ふじのくに“SEAs” 
Startup Forum／
Regional Meetupの開催

ふじのくに“SEAs” 会員全体のイベントとして、全体会（東部）を1回、地域会
を2回（中部・西部）を開催します。開催時期については、各地域のスタート
アップ支援拠点と相談した上で検討して参ります。

全体会（東部）: 1回
地域会（中部・西部）: ２回

3 ふじのくに“SEAs”
ウェブサイト構築

本県のスタートアップ関連情報を発信するウェブサイトの構築を行います。
同サイトを通じてスタートアップと県内企業のマッチングを促進も狙います。 秋頃公開予定

4 ニュースレター配信 ふじのくに“SEAs”会員向けに、スタートアップ関連情報をとりまとめたニュー
スレターを定期的に配信します。 月に1回

5 スタートアップ
イベントの開催

SHIPにてスタートアップ関連イベントを随時開催します。トークセッション
形式のイベントをベースに継続的に開催する予定です。 年に6回以上

6 ふじのくに”SEAs”会員
訪問

県職員とSHIPスタートアップ相談員がふじのくに”SEAs”会員の皆様に直接訪
問し、ニーズ等をお伺いします。マッチングにつなげて参ります。

順次
※年間を通じてコンタクト予定



2025年8月スポーツ×オープンイノベーション、開始！！！



学生起業コミュニティ
「CREWS」



学生コミュニティCREWS説明資料
ver. 1.0
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CREWSを通じてできること

コミュニティにおける学生間の交流

挑戦につながるイベントへの参加

大小問わない、各自の“挑戦”

1

2

3
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挑戦を促す（応援する）コミュニティとして、
CREWSでは挑戦の機会/場を提供します

CREWS外（SHIPなど静岡県内外の事業）

CREWS

SHIP FUTURE PITCH
学生限定のSHIPでの中規模ピッチコンテスト
最大6名/回がピッチで挑戦を発信できる

SHIP PUCHI PITCH
学生限定のSHIPでの小規模ピッチイベント
2名/月でピッチに挑戦することができる

TECH BEAT Shizuoka 挑戦者PITCH
CREWSの学生から選ばれた者が
TECH BEAT Shizuokaの会場で
ピッチを行い、挑戦を発信できる

7月頃
挑戦者PITCH

秋（9～11月頃）
SFP Autumn

冬（12～2月頃）
SFP Winter

春（3～5月頃）
SFP Spring

夏（6～7月頃）
SFP Summer

SPP SPP SPP SPP SPP SPP SPP SPP SPPSPP SPP SPP

枠が埋まれば開催するイベントで学生が挑戦をまず発信してみる機会を多く創出する

3月頃
SHIPアワード

10-12月頃
SHIP縁日

FuJI

他県内外の
アクセラプログラム

…

挑戦の機会/場＝挑戦を発信する“舞台”



静岡県 鈴木康友知事がSHIPにきた！ そしてFBで投稿してくれた！！

医学部×起業家 高校2年生

数千億円目指す 高校１年生
防災YouTube

メタバースなど
のプロの卵

今年中に
起業予定



CREWSの実績（2025年11月末時点）

CREWS DAYの実施

毎月1回以上

CREWS会員数

46 人
内訳
• 学校数：16校

• 大学/高専：9校
• 高校/専門：7校

• 在籍数
• 大学生：34人
• 高校生：12人

学生×SHIPの会員で
“希望した方”を招待
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CREWSにおける挑戦の連鎖

 CREWSで交流し学生が集まる

様々な人と触れ合い挑戦が増える

挑戦が互いに影響し加速する



デジタル・イノベーション
人材育成



SHIP主催のイノベーション人材育成プログラム

約７か月に渡り、各分野の大学教授等や企業のICT専門家等の講義や実践的な課題解決に繋がるワークショッ
プを実施。

# 講師（敬称略） 講義テーマ

1 阿部 修士 京都大学 人と社会の未来研究院 准教授 人間の正直さ・不正直さが生む社会問題

2 栗木 契 神戸大学大学院 経営学研究科 教授 経営とマーケティング・リフレーミング

3 酒井 敏 京都大学大学院 人間・環境学研究科 名誉教授 京大的アホがなぜ必要か～カオスな世界の生存戦略～

4 高瀬 進 神戸大学大学院 経営学研究科 教授 ハーバート・サイモンとエフェクチュエ―ション

5 狩野 芳伸 静岡大学 情報学部 教授 人工知能技術の現状と応用
6 玉城 陽子 株式会社エル・ティー・エス マネージャー 事業創造のプロセス

7 岡部 寿男 京都大学 学術情報メディアセンター 教授 セキュリティ

8 鈴木 稔 株式会社エル・ティー・エス マネージャー エフェクチュエーション

9 舟山 雄太 株式会社エル・ティー・エス マネージャー データマネジメント

10 岡田 和也 株式会社Opening Line テクニカルディレクター ブロックチェーン

11 木村 優 Sunrise(ブロックチェーン) co-founder CEO ブロックチェーン 

12 松本 悦宜 Capy株式会社 CSO（チーフセキュリティオフィサー） セキュリティ
13 中村 英一郎 株式会社富士通ラーニングメディア AI

講師陣一覧 受講
無料

#SHIP静岡 で検索！



知識を“使える経験”に変える設計

人材育
成講座

SHIP縁日
11月末

展示
ブース 持ち込み

イベント

SUナイト
（SUのリア
ルな姿を知

る機会)

SHIPでの交
流

インプットと仲間探し
・知識導入
・ハンズオン体験
・同期・アラムナイとの交流

1

挑戦と交流の文化醸成2

学びと交流

交流と実践

3 挑戦と交流の加速
・想いやアイデアを形にする
・交流による共創を促す
・挑戦のハードルを下げる
 手軽な挑戦の場

SHIPアワード
2月末

講座で得た知識を、実際に使ってみる経験の機会提供を
SHIP内の他のプロジェクトとの組み合わせにより実施しています。

相談対応・マッチング・支援者等紹介・フォローアップ

コミュニティマネージャー・スタートアップ相談員

挑戦の成果発信と
経験の整理
・チャレンジの報告
・次ステップへの挑戦
（事業化・法人化・ピッチ）
・挑戦を称賛し合う場の提供

4



プログラム卒業生が次のイノベーション人材を育成・バンソウ

プログラム受講生が、SHIPイベントを通して実践を経験。次世代の挑戦者の育成にも協力。起業家の行動原則
*を学び、苦境や制約をリソースに捉える考え方などをもって次世代挑戦者へのコメントがを実施。挑戦者に
ジョインし共にバンソウする事例も。

デジタル・イノベーション
人材育成プログラム

SHIP縁日
（プロト作成支援）

SHIPアワード
（個別バンソウ支援）

アントレプレナー育成支援 挑戦者の応援・壁打ち

イノベーション人材を
地域で育成する循環が生まれている

挑戦者を地域で支援する文化へ 3期生
3期生3期生 1期生3期生

静大・県大・理工科大共催
アントレプレナー講座

静大・県大・理工科大共催
アントレプレナー講座

*エフェクチュエーション

自身の挑戦

挑戦の準備

他者への共有



SHIP利用の満足度

昨年同様、「会員との交流」や、「セミナー・勉強会」、「情報収集」はポジティブな評価が7割を超えてお
り高い評価を得ています。さらに令和6年度は、「スタートアップ相談員」、「コミュニティマネージャーへ
の相談」に対するポジティブな評価の割合が大幅に増える結果となりました。
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SHIP利用による効果（定量評価）

昨年度に続き【学習】や【交流】への寄与が大きいことがわかります。
令和6年度は【加速】に対する影響が増加しました。一方で【連携】に関しては影響を感じない層がやや増え
ていました。今後は引き続き【学習】【交流】の効果を維持しつつ、大学との関係性強化などによる【連携】
の推進に力を入れたいと考えております。
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SHIP利用による効果（自由記述）※一部抜粋

令和6年度SHIP会員アンケートより n=114

 1. ビジネス・事業への効果
  事業・サービスの認知度向上や顧客獲得、新たな案件獲得、売上・事業拡大など、具体的なビジネス成果につながった／つながりそうなもの
  ・「コミュニティマネージャーの方に静岡県の方々とお繋ぎいただきビジネスのきっかけとなりました。」
  ・「イベントの登壇の登壇により、自身のサービスの認知度向上・別イベントへのお誘い・顧客獲得」
  ・「SHIPでの出会いから協業しています！～実際仕事に繋がっています。」
  ・「自分の持つ技術でできることをアピールでき、実際の仕事に繋がった。静岡県危機管理部さんのドローン国家資格講習の案件では、SHIPでの職員の方との繋がりやそこで得た情報が有利に働いた。」
  ・「ピッチコンテスト向け資料の作成支援（→入賞、賞金獲得が多数）、VCの紹介、県内協業候補先の紹介（→共同実証へ進展）、エクイティストーリーの構築支援、静岡県との関係性強化など」
 2. 人脈拡大・コミュニティ形成
  異業種や他分野の人との交流が増えた、新しい仲間・協業先を得た、人脈づくりが進んだなど
  ・「イベントを通じてお会いした方と、SHIP外での情報交換や視察などに繋がっている。」
  ・「SHIPを利用している学生との繋がりができたことで、学生向けのプログラムを知ってもらえる人が増えた。」
  ・「アトツギ甲子園全国大会に出場することができ、人脈が拡がりました！」
  ・「エコシステム的なつながりの発展に期待できる」
  ・「出会ったスタートアップとともにイベント企画など。」
  ・「人事関係者と繋がりたいという要望について、関係者を集めていただき、その後の活動につながっています」
 3. 新たな知識・スキル・IT/AI活用（DX含む）
  セミナー・勉強会・イベントを通じた学び、新しい分野の知識習得、AI活用やデジタル技術への理解向上など
  ・「データ活用の重要性について学ぶことができました。」
  ・「ＩＴ関連の取り組みについて情報が役立ちました」
  ・「セミナーを通しての情報収集という意味で新たな知識は得られた。」
  ・「SHIPを通してShizuoka innovation driveや人材育成プログラムを知り、参加させて頂くことが出来ました。…スタートアップや新規創業関連の情報がまとまっているため非常に助かっています。」
  ・「勉強会やセミナーを中心に参加しております。そのため、新たな知識を得ることができました。」
  ・「得た知識を利用して、データ分析に活かせるようになった」

 4. AI活用・DX推進（特に生成AIやIT推進への変化）
  AI（特に生成AI）の活用やデジタルシフト、DXを社内・自身の活動で進めるようになった、あるいはそのきっかけを得たもの
  ・「生成AIに関する社内研修を開催できた（SHIP登壇者の方に外部講師として協力いただいた）」
  ・「生成AIの企業内利用環境を整備するニーズを発見でき、それが自社のビジネス拡大のきっかけになりそう」
  ・「社内のIT推進の取り組みを継続できており生成AIの活用等少しずつではあるが実現できた」
  ・「AI活用を前提にデータベース化とデータベースにいれるデータの精度について注力するようになった。」
 5. 起業・新事業・活動意欲の向上
  起業・事業アイデア・新しい活動への意欲が高まった、または具体的なアイデアやビジネスモデルを考えるようになったなど
  ・「沼津高専との共同でDCONに出場」
  ・「新しいことを始めたいと意欲が高まった」
  ・「自身のチャレンジを応援してるようなイベントを開催して頂き…活動のドライブをかけることができた」
  ・「今までは“単純”な発想だったが、“ビジネスモデル”をちゃんと考えるようになった。ちょっとだけ「コツ」につながる糸口が見えた。」
  ・「新規事業立案のヒントをいただき、具体化しつつある。」
 6. 今後の期待・まだ効果が見えない／その他
  具体的な変化や成果はまだだが、今後に期待している、あるいは利用回数が少ない・効果は不明など
  ・「１度しか利用がないため影響がない」
  ・「まだ協業までつながっていなくても～会ったら話せる仲になりSHIPに足が向きやすくなっている」
  ・「交流目的での参加が少ないため、変化が生まれそうかどうか、現時点ではわかりません。」
  ・「直接仕事につながることはありませんが、スタッフの皆さんからの紹介でご縁をいただけたことはよかったです。」



是非SHIPにお越しください！
スタッフ一同お待ちしております！



End of file


